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平成２９年度 行政委員紹介 市民活動支援課

（敬称略）

 
区　名 氏     名 区　名 氏     名 区　名 氏     名

鹿
島
地
区

大　　町 吉 川 常 隆

鉢
形
地
区

鉢　　形 志 築 文 彦

波
野
地
区

清水新田 千 葉 　 功

仲　　町 宮 作 　 清 鉢 形 北 平 川 義 三 神平団地 南 野 　 誠

角　　内 山 口 　 正 平 井 丘 浅 野 忠 男 北宮津台 大 川 洪 治

桜　　町 山 内 拓 男 高尾崎住宅 渡 邉 雅 彦 東宮津台 小 川 謙 市

新　　町 黒 須 　 満

平
井
地
区

平 井 北 大 宮 恵 秋

大
同
東
地
区

大 志 崎 日向寺　憲　一

神　　野 貴 達 厚 夫 平 井 南 飯　塚　三左男 小 志 崎 日向寺　康　夫

下　　生 小 島 了 輔 平井別荘 金 澤 　 光 武 井 釜 上 條 信 男

根 三 田 田 口 一 男 平井押合 水 野 明 善 共　　栄 浅 野 好 美

厨 西 川 　 潤 港 ヶ 丘 矢 内 好 美 浜 津 賀 池 田 粋 大

神 野 向 須 藤 長 次 第２高天原住宅 吉 川 敬 太 浜津賀台 大 森 貫 次

宮 中 南 給 前 正 敏 鴻池運輸鹿島寮 椎 木 勇 一 荒　　井 國 井 正 人

緑 小 堀 　 純

豊
津
地
区

大船津第１ 坂 本 信 次 青　　塚 大 﨑 　 昭

安　　崎 髙 力 　 満 大船津第２ 箕 輪 良 一 天朝井戸 石 井 路 男

三
笠
地
区

東　　山 佐 藤 國 男 大船津第３ 篠 塚 行 雄 花 の 山 大 津 　 昭

三笠山東 市 田 信 道 大船津新田 布　施　二一夫

中
野
東
地
区

角　　折 田 中 完 一

三笠山西 小岩井　邦　彦 爪　　木 君和田　正　美 荒　　野 内　田　まつ江

三 笠 北 正 田 　 壽

豊
郷
地
区 

須 賀 東 細　田　佐智子 小　　山 小 澤 通 男

高天原粟生団地 平 山 政 次 須 賀 西 田 中 敏 雄 荒野台第１ 鹿 糠 新 治

板　　宮 大 野 　 稔 須賀宮中野 出 沼 利 男 荒野台第２ 佐 藤 恒 夫

下津ヶ丘 大 熊 利 春 沼 尾 東 君和田　勝　典 荒野台第３ 関 口 浩 二

宮 津 台 小 林 章 司 沼 尾 西 谷田川　和　恵

中
野
西
地
区

林 小 野 泰 造

第１高天原住宅 菅 谷 　 聡 田　　谷 小 沼 　 満 奈 良 毛 根 本 正 次

神 野 附 青 木 裕 之 山 之 上 高 野 光 男 居　　合 倉 川 英 治

高
松
地
区

木　　滝 風 間 和 秀 猿　　田 増　古　富士男 中 高　橋　健次郎

粟　　生 大 澤 金 男 田 野 辺 細 田 寿 一 鶴来団地 横 澤 峰 子

粟 生 店 森 　 益 幸 泉　　田 大 川 文 雄

大
同
西
地
区

棚　　木 立 原 照 男

国　　末 橋 本 美 栄 神　　領 石 津 和 美 立　　原 津 田 幸 一

泉　　川 橋 本 重 彦 沼尾団地 青 木 　 孝 中　　坪 大 槻 吉 一

長　　栖 岩 瀬 又 男

波
野
地
区

清　　水 箕 輪 　 勉 塙 水 田 勝 則

谷　　原 野 口 　 静 明　　石 内 野 信 行 津　　賀 山 本 三 郎

鰐　　川 田 仲 武 史 神 向 寺 木 内 一 喜 掛　　崎 高 野 　 健

下　　塙 辻 田 　 正 仲　　作 田 口 恵 子 額　　賀 伊 藤 正 明

佐　　田 高 根 弘 勝 小 宮 作 大 川 太 作 武　　井 大 槻 　 茂

下　　津 内 野 三 蔵 志　　崎 出 津 英 雄

　市では、地域の皆さんと市の橋渡し役として、区・自治会長などに行政委員を委嘱しています。今年度の行政

委員は下表の皆さんです。なお、区・自治会への加入相談やお問い合わせは市民活動支援課へご連絡ください。
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　女性のがん検診（子宮がん検診および乳がん検診）が増えるよう、医療機関での検診を

実施します。

　４～５月に保健センターなどで実施した集団検診を受診できなかった方は、ぜひ医療機

関検診をご利用ください。

女性のがん検診の医療機関検診が始まります

■検診内容 

検診名 対象年齢 負担金 検診内容

乳がん検診（マンモグラフィ検査） 40歳以上 1,700円 マンモグラフィ検査（２年に１回）

乳がん検診（超音波検査） 30 ～ 56歳 1,500円 乳房の視触診および超音波検査

子宮がん検診 20歳以上
頸
けいぶ

部2,000円

（体部付加3,000円）

問診および子宮頸
けいぶ

部細胞診（医師の問診の結果、

必要とされる方に子宮体部細胞診を追加）

※年齢は平成30年３月31日現在。

■実施医療機関 

医療機関名 電話番号
乳がん検診

（マンモグラフィ）

乳がん検診

（超音波検査）
子宮がん検診 予約時間

小山記念病院

（健康管理センター）
85-1139 ○ ○ 　　　○※

 月～金＝8:00 ～ 16:00

 土(第1土曜日除く)＝8:00 ～ 11:30

鹿島病院 82-1271
○

（視触診含む）
　　　○  月～金＝14:00 ～ 16:00

葉山産婦人科 83-1515 　　　○  火～木＝10:00 ～ 10:30

松倉中央クリニック 90-9222
○

（視触診含む）

 月・火・水・金＝9:00 ～ 12:00、

14:30 ～ 18:00

我妻医院 84-5277
○

（視触診含む）

 月～土＝9:00 ～ 12:00、

 月・火・木・金＝14:00 ～ 18:00

 土＝14:00 ～ 17:00

白十字総合病院 92-3311 　　　○※  月～金＝14:00 ～ 16:30

白十字総合病院

（健診センター）
93-1779 ○

 月～金＝８:30 ～ 17:00

 土＝８:30 ～ 12:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※医師の判断による体部検診実施可。

 保健センター   82-6218

 保健センター   82-6218

　今年度対象となる方に、「子宮頸がん検診」と「乳がん検診（マンモグラフィ検査）」の無料クーポン券を送

付します。がんの早期発見と受診率向上を図るため、該当する検診を受診しましょう。

　受診方法などの詳細については、無料クーポン券と同封の説明書をご覧ください。

［対象］ 子宮頸がん検診＝平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの方

　　　 乳がん検診＝昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生まれの方

女性のがん検診「無料クーポン券」を送付します

※対象の方で、４月21日以降に鹿嶋市へ転入された方は、保健センターへお問い合わせください。

［予約および実施期間］ ６月１日（木）～平成30年２月28日（水）

［予約方法］ 下記の医療機関に連絡し、「鹿嶋市の○○検診です」と伝え、予約をしてください。

※マンモグラフィ検査は、受診歴確認のため保健センターで検診票を受け取ってから、医療機関に予約をし

てください。

［持ち物］ 負担金、健康保険証、検診票（マンモグラフィ検査のみ）
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弾道ミサイル落下時の行動について  交通防災課

　屋外にいる場合

・近くのできるだけ頑丈な建物など

  に避難してください。

・近くに適当な建物がない場合は、

  物陰に身を隠すか、地面に伏せて 

  頭部を守ってください。

　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合、

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を活用し、防災行政無線や緊急速報メールなどにより緊急情報をお

知らせします。

● メッセージが流れたら、落ち着いて、直ちに以下の行動をとってください。

・できるだけ窓から離れ、できれば

  窓のない部屋へ移動してください。

　屋内にいる場合

ミサイル情報は、以下の方法で市民の皆さんへお知らせします

※詳しくは、国民保護ポータルサイトまたは市ホームページでご確認ください。

［防災行政無線］ 特別なサイレン音とともにメッセージを流します。

［携帯電話・スマートフォン］ 消防庁からエリアメール・緊急速報メールが配信されます。

第３回 鹿嶋市第九交響曲コンサート

出演者を募集します

　「第３回鹿嶋市第九交響曲コンサート」の合唱団員を募集します。初心者向けの特別練習も行いますので、初め

ての方でも安心です。併せてオーケストラ団員、ソリストも募集します。皆さんの参加をお待ちしています。

［募集人員］ 

○合唱団員＝110人（新規55人、経験者55人）

※ソプラノ、アルト、テノール、バス各パート20 ～

40人程度、先着順。

○オーケストラ団員＝第九交響曲で使用する楽器ご

とに２人程度(オーケストラの演奏経験または同等の

技術がある方) ※オーディションは実施しませんが、

演奏するパートは音楽総監督が指定します。

 ６月30日(金)までに、鹿嶋勤労文化会館窓口また

は同館ホームページにある参加申込書に必要事項を

記入し、参加費を添えて鹿嶋勤労文化会館へ直接持

参するか、郵送、Ｅメールで申し込み。

［参加資格］ 市内在住･在勤･在学の方、または当事業

に賛同する方

［参加費］ 一般8,000円、高校生以下4,000円 (楽譜代

などは別途)

［練習日程］ ７月23日（日）以降の日曜日のうち経験者

は15日程度、初心者は20日程度。原則14:00 ～。

［練習会場］ 鹿嶋勤労文化会館

ソリストオーディション

 ８月６日（日）17:00 ～  鹿嶋勤労文化会館

［応募資格］ 18歳以上で声楽の専門教育を受けた方

［パート］ ソプラノ、アルト、テノール、バリトン

［応募期限］ ６月30日（金）

※詳細は、鹿嶋勤労文化会館ホームページをご覧
ください。

 鹿嶋勤労文化会館  83-5911

 12月10日（日） 16:00開演

 鹿嶋勤労文化会館 ホール
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 生活福祉課

□申請方法に関すること

　鹿嶋市臨時福祉給付金窓口 

　  77-8267(平日9:00～ 16:00)

□制度に関すること

厚生労働省 給付金専用ダイヤル 

 0570-037-192(平日9:00～ 18:00)

▲

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

　臨時福祉給付金のお知らせ

　消費税引き上げに伴う所得の少ない方への影響緩

和のため、臨時福祉給付金（経済対策分）が支給され

ます。該当になると思われる方に、申請書を5月31日

に発送しましたので、確認の上、申請をお願いします。

[支給対象者] 下記の①と②の両方に該当する方。

①平成28年1月1日（基準日）において鹿嶋市に住民登録し

ている方

②平成28年度個人住民税（均等割）が課税されていない方

※課税されている方の扶養親族や、生活保護を受けてい

　る方などは対象となりません。また、住民税の申告を

　していない場合は、申告後、要件に該当する方に申請

　書をお渡しします。

[支給額] １人につき15,000円

[申請期間] ６月１日（木）～８月31日（木）

［内容］ 顔つけからバタ足の指導まで

［対象］ 市内小学校在籍の１～３年生で水泳が

苦手な児童＝第１・２期は各60人、

第３期は40人(先着）

※複数期の参加はできません。

 1,200円（保険代含む） 

［申込期間］ ６月15日（木）～７月７日（金）

 在籍する小学校から配布された申込用紙に必

要事項を記入し、参加費を添えて下記に申し込み。

※第１・２期＝14:00 ～ 16:00（受付13:30 ～　

13:50）、第３期＝18:00 ～ 20:00（受付17:30 ～

17:50）

 高松緑地温水プール

第38回鹿嶋市児童水泳教室参加者募集

NPO法人かしまスポーツクラブ　　　

（高松緑地温水プール）  85-1158

第１期＝７月26日（水）～ 28日（金）

第２期＝８月２日（水）～４日（金)

第３期＝８月９日（水）～ 11日（金・祝）

開催日 内　容

６月８日（木） 本会議・開会

６月13日（火）

　　14日（水）

　　15日（木）

本会議・一般質問

※15日（木）は一般質

問予備日。

　　16日（金）
本会議・質疑

予算決算常任委員会

　　20日（火） 常任委員会

　　22日（木） 本会議・閉会

○日程は変更になる場合があります。

○会議はいずれも10:00からです。

○一般質問の様子を、ＦＭかしま

（76.7MHz）とUstream（インターネッ

ト）で中継します。

◇６月定例市議会◇

 議会事務局

 ７月６日（木）19:00 ～（受付18:30 ～）

 市内のカフェ（参加決定者にのみお知らせします。）

［対象］ 25 ～ 40歳までの独身男女＝各15人

※男性は市内在住または在勤の方に限る。申込多数の場合抽選。

 男性4,000円、女性2,000円 （夕食代含む）

［申込期限］ ６月25日（日）

 右記QRコードまたは市ホームページから

　 詳細を確認し申し込み。

　今回初めて、平日夜の婚活を実施します。おしゃれなカ

フェで食事を楽しみながらのトークタイムや交流ゲームで、

出会いのきっかけづくりをサポートします。

　ぜひご参加ください。

[QRコード]

ときめきDinner ～七夕に出会うふたり～

 少子化対策室

平成29年度 結婚活動支援事業第１弾

広 

告
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特別養護老人ホーム「サ
ントピア鹿島」施設長

前田　道子さん

（77歳・宮中）
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ろ
ん
の
こ
と
、
現

場
で
活
動
す
る
署
員
の
安
全
に
つ
い

て
も
常
に
意
識
し
職
務
に
従
事
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
「
良
い
先

輩
や
同
僚
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で

す
。
ま
た
、
家
庭
を
守
っ
て
く
れ
た

妻
に
も
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
こ
の

受
章
が
後
輩
の
励
み
と
な
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
」
と
喜
び

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
、
国
鉄
在
職
中
の
昭

和
54
年
に
武
蔵
野
市
議
会
議
員
に
初

当
選
し
、
国
鉄
分
割
民
営
化
後
は
、

議
員
職
一
本
に
絞
り
、
計
６
期
24
年

を
務
め
上
げ
ま
し
た
。
在
職
中
の
一

番
の
思
い
出
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
‐

国
分
寺
間
の
高
架
化
事
業
を
市
民
と

共
に
実
現
し
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
15
年
に
退
職
さ
れ
た
後
は
、

好
き
な
海
が
近
く
、
農
業
が
存
分
に

で
き
る
鹿
嶋
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は「
農
業
に
本
腰
を
入
れ

よ
う
と
、
一
時
は
畑
を
３
０
０
坪
ま

で
広
げ
ま
し
た
。
現
在
は
20
坪
ほ
ど

に
ブ
ド
ウ
、
キ
ウ
イ
な
ど
を
栽
培
し

妻
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
々

と
の
交
流
や
豊
か
な
自
然
が
あ
る
鹿

嶋
で
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
」と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

施
設
開
設
は
、
開
業
医
の
夫
が
、

日
々
患
者
と
接
す
る
中
で
、
人
と
触

れ
合
え
る
町
な
か
で
の
老
人
ホ
ー
ム

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
夫
婦
で
準
備
に

10
年
を
費
や
し
、
平
成
２
年
に
三
笠

地
区
に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
４
年
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
施
設
を
訪
問
さ
れ
る
と
い
う
光
栄

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
章
に
つ
い
て
「
職
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
お
か

げ
で『
感
謝
』
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

４
年
前
に
夫
は
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
夫
の
理
念
を
胸
に
、
今
後
も
利

用
者
や
家
族
に
寄
り
添
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

黄お

う

じ

ゅ

ほ

う

し

ょ

う

綬

褒

章

藍ら

ん

じ

ゅ

ほ

う

し

ょ

う

綬

褒

章

　

荒
川
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
か
ら
製

鐵
所
内
で
電
気
計
装
機
器
の
保
守
業

務
に
従
事
し
、
今
年
で
42
年
目
と
な

り
ま
す
。

　

高
炉
と
呼
ば
れ
る
鹿
島
製
鐵
所
の

核
と
な
る
設
備
の
電
気
機
器
の
保
守

や
プ
ロ
セ
ス
制
御
改
善
技
能
に
秀
で

て
お
り
、
炉
内
へ
鉄
の
原
料
を
輸
送

す
る
方
法
の
改
善
な
ど
、
高
炉
安
定

操
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
荒
川
さ
ん

は「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
自
由

な
発
想
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
環
境

を
与
え
て
く
れ
た
先
輩
や
同
僚
、
後

輩
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
は
特
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
技
能
の
伝

承
と
と
も
に
、
後
輩
の
育
成
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
気
込

み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新日鐵住金㈱鹿島製

鐵所整備部銑鋼制御

室製銑制御課長

　荒川　充義さん

　（59歳・中野）

　

實
川
さ
ん
は
、
先
輩
保
護
司
か
ら

勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
平
成
７
年
11
月
か
ら
活
動
を
開
始

し
、
今
年
で
22
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
50
人
以
上
を
担
当
し
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

實
川
さ
ん
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

人
と
同
じ
目
線
で
親
身
に
生
活
面
の

助
言
を
し
た
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

一
緒
に
通
っ
て
仕
事
を
探
す
活
動
な

ど
に
力
を
尽
く
し
、
何
が
あ
っ
て
も

前
を
向
い
て
努
力
を
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て「
家
族
の
支

え
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
仕
事
を
続
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
家
族
へ
の
思
い

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

保護司

實川　正明さん

（75歳・平井）
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鹿 

嶋 

紀 

行

［
講
評
］
動
詞
の
耐
う
る
が
心
に
響
く
。
年
を
経と

り
施
設
ぐ
ら
し
の
孤
独
感

が
切
な
く
、
人
生
の
終
焉
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。

■

粟

屋

ト

ク

選

短
歌

住
み
慣
れ
し
家
を
追
わ
れ
て
暮
ら
す
身
の
施
設
の
夜
の
淋
し
さ
に
耐
う
る

 	

平
井　

 

石
川 

せ
き

※
添
削
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

俳
句

■

黒

沢

雪

乃

選

［
講
評
］
男
梅
雨
と
は
、
荒
梅
雨
と
も
言
い
、
激
し
く
降
る
梅
雨
の
こ
と
。
農

業
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
る
作
者
の
こ
う
し
た
実
体
験
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
た

俳
句
に
は
、
言
葉
に
力
が
あ
り
ま
す
。

見
廻
り
の
畦
踏
み
は
ず
す
男
梅
雨
　
　  

谷
原　

  

野
口 

寒
水

風
に
折
れ
て
は
噴
水
の
立
ち
上
が
る	

　
林　

     

梅
田 

信
子

穏
や
か
に
す
ご
す
憲
法
記
念
の
日
　
　  

宮
中     

笹
本 

ち
か
子

丁
寧
に
生
き
て
ひ
と
日
や
新
茶
汲
む	
　
宮
中     

安
達 

征
子

桐
の
花
故
郷
は
遠
く
な
る
ば
か
り        
谷
原     

木
村 

久
美
子

エ
フ
エ
ム
の
放
送
五
市
に
拡
大
す
ア
ン
テ
ナ
鹿
行
市
民
放
送

	

宮
中　

 

平
野 

弥
生

こ
と
し
ま
た
庭
に
集
ま
る
小
鳥
な
ど
眺
め
て
過
ご
す
八
十
路
の
連
休

	

荒
野　

 

志
村 

昌
彦

老
ひ
て
な
お
迎
へ
く
る
る
と
学
舎
の
楽
習
塾
に
生
甲
斐
求
め
り

	

宮
中　

 

木
滝 

と
よ
子

白
き
バ
ラ
挿
し
て
清
貧
生
き
来
た
る
水
無
月
や
さ
し
母
を
偲
べ
り

	

谷
原　

 

木
村 

久
美
子

（公財）日本サッカー
協会田嶋会長へ

要望活動を行いまし
た

No.33

【
鹿
嶋
紀
行
へ
の
投
稿
】 

７
月
１
日
号
掲
載
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス｛
住
所
、
氏
名
・
よ
み
が
な
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
未
発
表
作
品（
短
歌
は
添
削
コ
ー
ナ
ー
希
望
の
有
無
）を
記
入
｝で
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。
締
切
＝
６
月
７
日(

水)

消
印
有
効 

〒
３
１
４
‐
８
６
５
５ 

鹿
嶋
市
秘
書
広
報
課「
鹿
嶋
紀
行
・
短
歌
係
ま
た
は
俳
句
係
」 

※
短
歌
・
俳
句
は
別
々
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

 

秘
書
広
報
課  

 

８
２
‐
０
７
８
９

　
先
月
18
日
に
、
私
の
も
と
に
待
ち
に
待
っ
た
吉
報
が
届
き
ま
し
た
。

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
競
技
会
場
に
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
追

加
選
定
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
と

と
も
に
念
願
が
か
な
い
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
地
と
な
れ
ば
、
世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
茨
城
県
は
も
と
よ
り
鹿
嶋
市
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
市

の
未
来
に
つ
な
が
る
絶
好
の
契
機
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
一
層
の
弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
７
月
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
正
式
決
定
を
待
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
市
と
し
ま

し
て
も
Ｗ
杯
で
の
経
験
を
生
か

し
、
大
会
成
功
に
向
け
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
鹿
嶋
を
世
界

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
小
志
崎
の
海
岸
沿
い
に
自

生
し
て
い
る
、
国
指
定
天
然
記

念
物
の
ハ
マ
ナ
ス
が
、
開
花
の

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ハ
マ
ナ
ス
は
、
北
海
道
や
東

北
地
方
な
ど
寒
い
地
方
に
多
く

見
ら
れ
る
花
で
す
が
、
大
小
志

崎
の
ハ
マ
ナ
ス
は
、
自
生
し
て

い
る
南
限
の
場
所
と
し
て
、
大

正
11
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
岸
沿
い
な
ど
の
砂
地
に
生

息
し
、
茎
に
鋭
い
棘
を
持
つ
バ

ラ
科
の
植
物
で
、
５
～
７
月
頃

に
か
け
て
紅
紫
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　
見
頃
と
な
っ
た
ハ
マ
ナ
ス
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○ 

ハ
マ
ナ
ス
自
生
南
限
地
帯

Ｄ
〜
鹿
嶋
の
文
化
財
〜

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

Doki
oki

NO.9

ハマナス
自生南限地帯

 

社
会
教
育
課



882-2911（代表）鹿嶋市役所

［
受
診
方
法
］ 

保
健
セ
ン
タ
ー
で「
歯

周
病
検
診
問
診
票
」
を
受
け
取
り
、

希
望
の
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
。

［
持
ち
物
］ 

問
診
票
、
健
康
保
険
証

［
負
担
金
］ 

１
０
０
０
円

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を 

６
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

 

国
保
年
金
課

　
医
療
福
祉
費
支
給
制
度（
マ
ル
福
）

の
受
給
者
の
う
ち
、
母
子
・
父
子
家

庭
、
重
い
障
が
い
の
あ
る
方
の
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
６
月
30
日
で

す
。

　
新
し
い
受
給
者
証（
有
効
期
間
＝

７
月
１
日
～
平
成
30
年
６
月
30
日
）

は
、平
成
28
年
中
の
所
得
を
確
認
後
、

該
当
す
る
方
へ
６
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　
な
お
、
該
当
す
る
方
で
も
所
得
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
未
申
告
の
方
は
、

速
や
か
に
申
告
を
済
ま
せ
、
国
保
年

金
課
窓
口
で
、
直
接
受
給
者
証
発
行

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
の
独
自
制
度
に
よ
り
、

18
歳（
高
校
生
相
当
年
齢
）ま
で
の
方

は
マ
ル
福
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
所
得
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ま
だ
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
お
早
め

に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

家
庭
・
地
域
で
防
災
を
考
え
る

「
東
日
本
大
震
災
パ
ネ
ル
展
示
」

 

交
通
防
災
課

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
の
み

な
ら
ず
、
市
内
に
お
い
て
も
津
波
や

液
状
化
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
６
年
が
過
ぎ
た
今
、
震

災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、

パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
展
示
を
ご
覧
に
な
り
、
家
庭
や
地

域
で
の
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

 

６
月
16
日（
金
）
～
21
日（
水
）

 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ
ェ

リ
オ
１
階
中
央
通
路

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」 

強
化
週
間

 

生
活
福
祉
課

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
全

国
一
斉
の「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
専
門
の
相
談
員
が
悩

み
を
持
っ
た
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

手
続
き
を
忘
れ
ず
に 

「
児
童
手
当
の
現
況
届
」

 

こ
ど
も
福
祉
課

　
市
か
ら
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給

付
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
中
に
、「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現

況
届
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

［
申
請
手
続
き
］ 

送
付
さ
れ
た
現
況

届
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
要

書
類
を
返
信
用
封
筒
に
同
封
し
、
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
は
原
則
郵
送
で
す

が
、
こ
ど
も
福
祉
課
に
直
接
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
現
況
届
は
、
６
月
14
日（
水
）頃
発

送
予
定
で
す
。

［
申
請
期
限
］ 

６
月
30
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効
。

妊
娠
中
か
ら
の
子
育
て
講
座
　

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
」

 

保
健
セ
ン
タ
ー

  

　-

６
２
１
８

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸
で
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
心
身
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
10
日（
月
）
13
時
30
分
～
15

時（
受
付
13
時
～
）

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

６
月
26
日（
月
）
～
７
月
２
日

（
日
）８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
10
時
～
17
時
。

［
相
談
電
話
番
号
］ 

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０（
全
国
共
通
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）

［
実
施
機
関
］ 

水
戸
地
方
法
務
局
、

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

［
相
談
員
］ 

法
務
局
職
員
、
人
権
擁

護
員

「
鹿
嶋
市
高
等
学
校
卒
業
者
雇
用

奨
励
金
」を
交
付
し
ま
す

 

商
工
観
光
課

　
市
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
者
の
地

元
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
、
高
等
学

校
卒
業
者
を
中
途
雇
用
す
る
事
業
主

に
対
し
、雇
用
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

［
支
給
要
件
］ 

○
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
ま
た
は
小
規
模
企
業
者
で
、
雇

用
保
険
を
適
用
し
て
い
る
こ
と

○
平
成
28
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
２
月
28
日
の
期
間
に
、
交
付
対
象

者
を
常
用
雇
用
者（
パ
ー
ト
タ
イ
ム

を
除
く
）
と
し
て
新
規
雇
用
し
、
引

き
続
き
１
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

［
交
付
対
象
者
要
件
］ 

○
市
内
在
住
で
、
高
等
学
校
を
平
成

27
年
３
月
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
に

卒
業
し
た
方

○
事
業
者
の
２
親
等
以
内
で
な
い
方

［
支
給
額
］ 

交
付
対
象
者
１
人
に
つ

き
24
万
円（
１
事
業
者
に
つ
き
３
人

ま
で
）

［
申
請
方
法
］ 

交
付
対
象
者
を
雇
用

し
て
１
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
１
カ

月
以
内
に
、
商
工
観
光
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
交
付
申
請
書

兼
実
績
報
告
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
同
課
に
提
出
。

歯
周
病
検
診
の
お
知
ら
せ

 

保
健
セ
ン
タ
ー

  

　-

６
２
１
８

　
歯
周
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
気
付
い
た
時
に
は
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。
そ

の
た
め
、
重
症
化
す
る
前
に
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
対
象
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

［
対
象
］ 

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
方（
平

成
30
年
３
月
31
日
現
在
）
で
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
方

※
現
在
治
療
中
の
方
や
勤
務
先
な
ど

で
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
は
対
象
外

で
す
。

［
検
診
場
所
］ 

市
内
協
力
歯
科
医
療

機
関

［
検
診
内
容
］ 

問
診
、
歯
周
病
検
診

［
実
施
期
限
］ 

平
成
30
年
２
月
28
日

市
か
ら
の
情
報

82

82
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・ 

環
境
支
援（
花
壇
整
備
、
修
繕
な

ど
）

・
安
全
確
保
支
援（
通
学
路
の
見
守

り
な
ど
）

・
学
校
行
事
支
援
な
ど

［
対
象
］ 

教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
方

 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー
（
中

央
公
民
館
）、
地
区
公
民
館（
ま
ち
セ

ン
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
所
ま
た
は
社
会
教
育
課
に
直
接
申

し
込
み
。

※
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償
で
す

が
、
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
に
つ
い

て
は
、
市
が
加
入
す
る
傷
害
保
険
の

範
囲
内
で
補
償
し
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

 

環
境
政
策
課

［
補
助
要
件
］ 

○
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
個
人
で
、
業
者
に

依
頼
し
て
巣
を
駆
除
し
た
方

○
市
税
に
未
納
が
な
い
方

○
４
月
１
日（
土
）～
11
月
30
日（
木
）

に
駆
除
し
て
い
る
こ
と

○
巣
が
あ
る
場
所
を
、
所
有
・
賃
借
・

管
理
し
て
い
る
こ
と

○
巣
が
あ
る
場
所
が
、
集
合
住
宅
で

な
い
こ
と

○
巣
が
あ
る
場
所
が
、
事
業
の
用
に

［
対
象
］ 

妊
娠
15
週
以
上
の
方
＝
20

人（
先
着
）

 

無
料

［
持
ち
物
］ 
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
飲
み
物

［
申
込
期
限
］ 

７
月
３
日（
月
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

夏
休
み
入
会
者
募
集

 

社
会
教
育
課

［
募
集
ク
ラ
ブ
］ 

波
野
小
、
豊
郷
小
、

豊
津
小
、
高
松
小
、
平
井
小
、
大
同

東
小
、
大
同
西
小
、
中
野
東
小
、
中

野
西
小

［
対
象
］ 

保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼

間
、
留
守
家
庭
と
な
る
市
内
の
小
学

生
＝
各
ク
ラ
ブ
若
干
名

※
三
笠
小
・
鹿
島
小
・
鉢
形
小
学
校

区
の
児
童
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

［
開
設
期
間
］ 

７
月
21
日（
金
）
～
８

月
31
日（
木
）
７
時
30
分
～
18
時（
費

用
追
加
で
18
時
30
分
ま
で
延
長
可
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
ま

た
、
８
月
14
日（
月
）
～
16
日（
水
）

も
除
き
ま
す
。

 

７
月
＝
５
０
０
０
円
、
８
月
＝

６
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
８
５
０

円
／
人
が
別
途
必
要
）

※
２
人
目
以
降
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

［
申
込
方
法
］ 

６
月
９
日（
金
）
ま
で

に
社
会
教
育
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
課
に
申
し
込
み
。

花
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

 

施
設
管
理
課

　
今
年
も
幹
線
道
路
沿
線
を
花
で
彩

る
景
観
事
業「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」を

実
施
し
ま
す
。

 

６
月
17
日（
土
）７
時
50
分
～

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。

●
ス
タ
ジ
ア
ム
大
通
り（
国
道
51
号

バ
イ
パ
ス
）

［
集
合
場
所
］ 

ス
タ
ジ
ア
ム
大
通
り

№
11
花
壇
付
近

※
８
時
か
ら
開
会
式
を
行
い
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
大
通
り（
国
道
１
２
４

号
）

［
受
付
場
所
］ 

ば
ん
ど
う
太
郎
鹿
嶋

店
駐
車
場

※
ふ
れ
あ
い
大
通
り
で
活
動
に
参
加

で
き
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

社
会
教
育
課

　
学
校
の
依
頼
に
応
じ
て
活
動
を
行

う
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
経
験
・
知
識
を

生
か
し
ま
せ
ん
か
。

［
活
動
場
所
］ 

公
立
保
育
園
、
公
立

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

［
活
動
内
容
］ 

・
学
習
支
援（
教
科
指
導
補
助
、
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
な
ど
）

供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

［
補
助
金
額
］ 

１
万
円（
駆
除
費
用
が

２
万
円
未
満
の
場
合
、
消
費
税
を
除

い
た
額
の
２
分
の
１
）

［
持
ち
物
］ 

印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も

の
）、
写
真（
撤
去
前
の
巣
、
撤
去
後
、

営
巣
場
所
付
近
の
全
体
写
真
）、
領

収
書
、現
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
、

申
請
者
と
巣
の
場
所
の
権
利
関
係
が

わ
か
る
書
類

［
申
請
期
限
］ 

12
月
28
日（
木
）

※
た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
市
民
カ
レ
ッ
ジ

「
ち
ょ
き
ち
ょ
き
剪
定
講
座
」

 

ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
）

 　

-

１
５
５
１

 　

-

１
５
５
３
※
月
曜
日
休
館
。

　
庭
木
の
管
理
や
剪
定
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
講
話
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

 

６
月
23
日（
金
）９
時
～
12
時（
受

付
８
時
30
分
～
）

［
講
師
］ （
株
）辻
田
造
園
建
設 

代
表

取
締
役
辻
田
正
一
さ
ん

［
対
象
］ 

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
方
＝
20
人（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

 

３
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

［
申
込
方
法
］ 

６
月
13
日（
火
）ま
で
に

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス（
①
氏
名
②
性

別
③
年
齢
④
住
所
⑤
電
話
番
号
を
記

入
）ま
た
は
直
接
窓
口
に
申
し
込
み
。

【
休
日
開
庁
】 

 

６
月
11
日（
日
）・
25
日（
日
）８
時
30
分
～
17
時
15
分
　

 

鹿
嶋
市
役
所
　［
開
庁
課
］総
合
窓
口
課
、
国
保
年
金
課
、
収
納
課
　

 
総
合
窓
口
課

83

83
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告
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【奉納 古武道演武大会・小笠原流百々手式】 古武道演武大会＝鹿島新當流をはじめ、11流派が演武を披露します。百々手式＝

一列に並んだ射手が一斉に矢を放ちます。  ６月11日（日）10:00 ～（百々手式は13:00 ～）　  鹿島神宮  82-1209

 ６月４日(日) 15:00 ～

 鹿島神宮本殿前

 鹿嶋市観光協会  82-7730

茨城県出身の横綱稀勢の里が

土俵入りを行います。

 ６月２日（金）～４日（日）10:00 ～

17:00 (最終日は15:00まで)

 鹿嶋勤労文化会館

 一
い っ と う

稻書院書道会 林さん  82-0331

 ７月16日(日)10:00 ～ 14:30 

(受付9:30) ※雨天決行。

 神栖市／日川浜オートキャンプ場

［内容］ 段ボールオーブン作り、アウ

トドアクッキング

［対象］ 鹿嶋市・神栖市に在住または

在勤で、子どもの年齢が概
おおむ

ね６歳から

12歳の親子＝20組(抽選)

 大人1,000円、子ども500円(体験料、

食事代、保険料)

［申込期限］ ６月30日(金)

 カシマ・インフォメーション・

サロン(9:00 ～ 17:00）※土曜日休館。

 92-3557

＜二科会写真部茨城支部展＞

 ６月18日(日) ～７月２日(日)

9:30 ～ 16:30(初日は13:00から、最終

日は15:00まで)

 大野潮騒はまなす公園ギャラリー

＜フリーマーケット＞

 ６月18日(日)9:30～15:00 ※雨天中止。

 はまなす公園展望塔前広場

※出店者も募集中。１区画(2ｍ×

2m)＝500円、車両出店＝1,000円

 大野潮騒はまなす公園  69-4411

 ６月18日(日)13:30 ～乳がんについ

て、14:30 ～前立腺がんについて

 水戸市／エクセルホール

 アストラゼネカ市民公開講座事務局

 06-4708-3949

書道作品を展示します
第31回一稻書院展

親子交流イベント
「ＳＡＬＯＮ’Ｓキッチン」

大野潮騒はまなす公園からの
お知らせ

水戸地方がん市民セミナー
「がん」を知ろう！！

 ６月23日～９月29日の指定する金

曜日18:00 ～ 19:00(全10回)

［対象］ 小・中学生＝10人

 5,000円(会員3,000円) 

※入場料別途必要。

 高松緑地温水プール  85-1158

［試験日］ 10月14日(土)13:30 ～ 15:30

［受付期間］ ７月６日(木)・７日(金)

※ 鉾田保健所、潮来保健所で受け付け。

◇調理師試験準備講習会

 ９月６日(水)・７日(木)

 鹿嶋市商工会館

 45,000円(受験料、テキスト代ほか)

 鉾田地方調理師会（割烹よこ多）

 0291-32-6007

 ７月６日～ 11月９日の指定する木曜

日の午前中(全16回）※第15回講座のみ

土曜日に開催予定。

［対象］ 受講後、鹿嶋ふるさとガイド

に入会し、ボランティアとして活動で

きる20歳以上の方

［内容］ 鹿島神宮の概要(歴史など)、市

内の名所・旧跡について学びます。

［申込期限］ ６月30日(金)

 鹿嶋市観光協会  82-7730

かしまスポーツクラブ
イルカ水泳教室２期

茨城県調理師試験および
試験準備講習会のお知らせ

鹿嶋ふるさとガイド育成講座
受講生募集

 ６月25日（日）14:00 ～ 15:00

 神栖市／神栖中央公民館

［対象］ 幼稚園･保育園の年長～小･中

学生と保護者

 ボーイスカウト神栖第一団

山下さん  92-5976

 ①６月18(日) ②７月16日(日) 

③９月23日(土) ④11月26日(日)

10:00 ～ 15:00 ※③のみ9:00 ～

 中台育心園大ホール

［対象］ ミュージック・ケアに興味のある方

 １回2,000円

 NPO法人茨城ミュージック・ケア

研究会（中台育心園内）  69-2222

 ６月20日(火) ～ 25日(日)9:00 ～ 17:00 

(初日は13:00から、最終日は16:00まで)

 まちづくり市民センター(中央公民館)

 鹿嶋篆刻同好会 三田村さん

 66-6062

 ７月22日(土) ～ 23日(日) ※１泊２日

 陸上自衛隊勝田駐屯地

［対象］ 県内在住の小学生（保護者１人

同伴）＝70人（応募多数の場合は抽選）

［内容］ 自衛隊テント設営、飯ごう炊

さん、キャンプファイヤーなど

 1人2,500円

  ６月23日（金）までに往復はがき

（参加者全員の①氏名･ふりがな②生年

月日③年齢④学年⑤性別⑥住所⑦電話

番号を記入）で申し込み。

 〒312-8509 ひたちなか市勝倉3433

勝田駐屯地広報班  029-274-3211

ボーイスカウト隊
募集説明会を開催します

だれでも、どこでも、いつでも
楽しめる音楽療法を学びませんか

第12回
鹿嶋篆刻同好会展

陸上自衛隊勝田駐屯地
夏休みキャンプ教室

暮・ ら・ し・ の・ 情・ 報
【
ア
シ
ス
ト
タ
イ
ム
参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】 

 

７
月
１
日（
土
）10
時
～
12
時
　

 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　［
内
容
］ 

障
が
い
の
あ
る
方
と
一
緒
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
を
楽
し
み
ま
す
。

［
対
象
］ 

障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
、
一
緒
に
参
加
で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
の
方
　［
申
込
期
限
］ 

６
月
23
日(

金)　

１
０
０
円　

 (

社
福)

鹿
嶋
市
社
会
福
祉
協
議
会　

 

82
‐
２
６
２
１

横綱 稀勢の里

鹿島神宮　奉納土俵入り
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　６月１日～ 10日は「電波利用環境保

護周知啓発強化期間」です。

 関東総合通信局

◇不法無線局による混信･妨害 

 03-6238-1939

◇テレビ・ラジオの受信障害 

 03-6238-1945

◇地上デジタルテレビ放送の受信相談 

 03-6238-1944

［受験資格］ 高等学校または中

等教育学校を卒業した日の翌

日から３年を経過していない

方（平成29年４月１日現在）、

および平成30年３月までに高等学校ま

たは中等教育学校卒業見込みの方

［第１次試験］ ９月３日（日）

［申込期間］ ６月19日（月）～ 28日（水）

※原則インターネット申し込み。

 関東信越国税局人事第二課試験係

 048-600-3111(内線2097)

 http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html

「ＳＴＯＰ ＴＨＥ 不法電波！」
電波のルールを守りましょう

税のスペシャリスト
税務職員(国家公務員)募集

［募集人員］ 日本国籍を有し、県内に

５年以上居住している概
おおむ

ね25 ～ 60歳

の女性＝15人程度 ※書類および面接

による選考有り。

［研修テーマ］ 地域活動における女性

の活躍、職場における女性の活躍ほか

［研修先］ ノルウェー（6日間程度）

※事前・事後に４日程度の県内研修有り。

 25万円程度（県内・海外研修費用）

［申込期限］ ６月21日(水)必着

※応募方法など、詳しくは県ホーム

ページ「ハーモニーフライトいばらき

2017」で検索してください。

 茨城県知事公室女性青少年課

 029-301-2178

 ６月６日(火) ～８日(木)

12:00～15:00 ※雨天中止、

売り切れ次第終了、配送可。

 市役所第２庁舎前駐車場

 (社福)鹿嶋市社会福祉協議会内鹿嶋

市身体障害者福祉協議会事務局

 82-2621

「ハーモニーフライト2017」
女性の海外派遣 研修員募集

鹿嶋市身体障害者福祉協議会
ユウカメロンを販売します

 ①６月25日(日) 、②７月23日(日)

いずれも10:00 ～ 12:00 ※雨天中止。

［集合場所］ ①慈眼寺駐車場、②大福

寺駐車場 いずれも9:30

［コース］ ①慈眼寺、愛宕神社など６

㎞、②大福寺、今宮神社など６㎞

［対象］ 小学生以上＝各50人（先着）

 各500円 （買物券付き）

 ①６月23日(金)、②７月21日(金)ま

でに、ファックス（氏名、年齢、住所、

電話番号を記入）で申し込むか、下記

に来店して直接申し込み。

 鹿嶋神の道運営事務局（鹿嶋人ギャ

ラ リ ー 内 ）  77-8878（10:00 ～

16:00、木曜日定休）

［応募方法］ ６月23日(金)までにはがき

またはＥメール(①作品②住所③氏名

④年齢⑤職業⑥電話番号を記入)で下

記へ応募。※ どなたでも応募できます。

［応募先］ 〒310-0004 茨城県水戸市青

柳町3896番地 東水戸データーサービ

ス株式会社 標語募集担当者

 gekkan-hyougo@e-hds.com

 厚生労働省 雇用均等・児童家庭局

総務課虐待防止対策推進室

 03-5253-1111(内線7946)

 ６月30日(金)13:00 ～ 16:00

 総合福祉センター

［内容］ さろんの仕組みや

効果について

［講師］ 茨城大学 長谷川幸介特任准教授

［募集人員］ 市内在住・在勤のさろん活

動に興味・関心がある方＝30人(先着)

 (社福)鹿嶋市社会福祉協議会

 82-2621  83-0242

鹿嶋の魅力を知ろう！
まち歩きツアー

「児童虐待防止推進月間」の
標語を募集します

地域の「さろん」をつくろう！
参加者募集

【
毎
月
1
日
は
交
通
安
全
の
日
】 

６
月
の
重
点
目
標
は 

「 

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止 

」 

で
す
。
雨
の
日
は
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、
車
間
距
離
は
い
つ
も
よ
り
長
く
と
る
な
ど
の
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

 

交
通
防
災
課

※ 費用の記載がないものは無料。
※ 申し込みの記載がないものは申し込み不要。

　高齢者が山菜などと間違えて有毒植物を食べ、死亡する事案が発生し

ています。食用と確実に判断できない植物は、絶対に食べないでください。 

　野草を食べて体調が悪くなった場合は、すぐに医師の診察を受けてく

ださい。

有毒植物による食中毒に気をつけましょう！

ニラ ノビル

食べられる植物

スイセン

食べられない植物

 潮来保健所 衛生課  66-2116

【あじさいウォーキング参加者募集】  ６月25日（日）９:00 ～ 13:30　［コース］ 茨城県水郷県民の森(潮来市)を出発し、二本松寺な

ど周辺約10㎞  300円 ※二本松寺入場料は別途必要。 ［持ち物］ 昼食、飲み物 ［申込期限］ ６月15日(木)　  スポーツ推進課

広 

告



　５月９日、波野小学

校で６年生を対象に、

鹿 嶋 市 ど き ど き セ ン

ター主催よる出前講座

が開かれ、縄文土器作

りが行われました。

　児童たちは、粘土を

丸めたり延ばしたりし

て器を形成した後、木や貝殻、縄状のひもなどを使って

模様を描くという縄文時代と同じ方法で、土器を完成さ

せました。

　６年１組の東峰夢之介君は「思っていたよりも難し

かったので、当時の人はすごいなと思いました」と、縄

文時代の人々の技術に驚いていました。

人口と世帯
（平成29年５月１日現在）

【発行】 鹿嶋市　〒314-8655 茨城県鹿嶋市大字平井1187-1
【編集】 政策企画部 秘書広報課　  0299-82-2911(代表)　  0299-82-0789

 http://city.kashima.ibaraki.jp/ 
 hisyo1@city.ibaraki-kashima.lg.jp スマートフォン用

人口＝67,590人（前月比＋13）　男＝35,049人（前月比 ＋51）　女＝32,541人（前月比－38）

世帯＝27,909世帯（前月比＋120）　　面積＝106.02km2

　５月12日、市で製作した鹿島アントラーズデザインのマンホール第１

号を、錦織孝一市長と鹿島アントラーズＦＣの井畑滋社長により、クラ

ブハウスのしかおモニュメント前に設置しました。

　このマンホールは、ホームタウンである市と鹿島アントラーズが一体

となり、市および市下水道事業のＰＲに繋げるために製作したものです。

　錦織市長は「これからも、鹿島アントラーズと共にさまざまな形で鹿

嶋をＰＲしていきたい」と語り、井畑社長も「今後も市と一体となってま

ちを盛り上げていきたい」と話してくれました。

　このデザインのマンホールは、同日にカシマスタジアムの新日鐵住金

ゲート付近にも２カ所設置しました。

● 

「 P
hoto topics

」に
掲
載
し
た
記
事
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ま
ち
の
話
題
」に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　

 

秘
書
広
報
課

 

 

 

協力してまちを盛り上げる
鹿島アントラーズデザインのマンホール製作

古代に思いをはせ
縄文土器づくり

広報 鹿嶋
平成29年６月１日№546

 Ｐｈｏｔｏ ｔｏｐｉｃｓ

被災地に笑顔を
ツール・ド・東日本 鹿嶋 to 八戸800km 2017

　４月29日、東日本

大震災の被災地を自

転車でつなぐ「ツー

ル・ド・東日本 鹿嶋

to八戸800km 2017」

（同実行委員会主催）

の出発式が、鹿島神

宮大鳥居前で開催されました。

　このサイクルイベントは、東日本大震災の被災地を自転

車で訪れ、多くの方々との交流を通じて、被災地の復興

支援につなげることを目的に、鹿嶋市から青森県八戸市ま

での800kmを７日間で走破するものです。

　参加者は、駆け付けた市民に見送られながら出発し、

５月５日に無事ゴールしました。

多くの方が住みやすいまちへ
若年世帯移住・定住促進事業に関する連携協定

　５月８日、市役所

で、鹿嶋市と市内８

金融機関による「鹿

嶋市若年世帯移住・

定住促進事業に関す

る包括連携協定」が

締結されました。

　この協定により、

金融機関では、住宅

ローンを検討する皆

さんに対し、市が今年度から実施している若年世帯の移住・

定住事業のＰＲを行っていくとともに、市の住宅取得支援

事業と連携した住宅ローン金利優遇などの取り組みを展開

していきます。

　５月10日、鹿島神宮

を中心に観光案内のボ

ランティア活動を行っ

ている鹿嶋ふるさとガ

イドの案内者数が、15

万人に達しました。

　鹿嶋ふるさとガイド

は、平成11年４月の発

足当初から、定期的に勉強会を行うなど、日々案内サー

ビスのレベルアップに努めてきました。

　会長の吉村さんは「これからもガイド仲間を増やし、

人とのつながりを広めていきたいです。そして、市や観

光協会などとも連携しながら、次は案内者数20万人達成

に向けて努力していきます」と抱負を話してくれました。

案内者数15万人達成
まちの歴史を伝える鹿嶋ふるさとガイド


